
桜の木の下で 

平
成

26
年
度
定
期
総
会
報
告 

 

平
成

26
年
度
の
定
期
総
会
は
、
４
月

26
日(

土)

に

開
催
さ
れ
、
議
案
は
挟
込
み
頁
記
載
の
通
り
承
認
・

議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
な
お
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
か
ら
分
か
れ
た
「
み
ん
な
の
会
」

が
Ｎ
Ｓ
Ｎ
へ
の
入
会
を
希
望
し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

   

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
実
施 

４
月
１
日(

火)

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
が

大
泉
学
園
・
石
神
井
公
園
・
練
馬
高
野
台
の
各
駅
か

ら
、
石
神
井
公
園
を
目
指
し
て
、
総
勢

25
名
の
参
加

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
今
回
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
は
、
４
１
０
０
０
円
を
練

馬
区
の
葉
っ
ぴ
い
基
金
に
寄
付
し
ま
し
た
。 

 
 

 

        

 第

21
回
ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催 

第

21
回
ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
が
５
月

17
日

(

土)

石
神
井
公
園
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
幹
事
会
の
一
笑
会
の
奮
闘
で
、 

名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。
基
調
講
演
・
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
紹
介
・
各

会
の
活
動
事
例
発
表
・
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
な
ど
が
行

わ
れ
、
続
く
交
流
会
に
も 

名
が
出
席
し
て
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。 

な
お
、
翌

18
日
（
日
）
に
は
、
新
同
期
会
結
成
に
向

け
て
の
準
備
会
が 

名
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

新
同
期
会
の
発
足
が
待
た
れ
ま
す
。 

 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
日
程
決
ま
る 

 

今
年
度
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
日
程
が
決
ま
り

ま
し
た
。 

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

８
月
10
日
（
日
） 

練
馬
区
役
所
地
階
多
目
的
会
議
室 

午
後
１
時

30
分
～
４
時

30
分 

詳
細
は
こ
れ
か
ら
委
員
会
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て

検
討
し
、
近
々
発
表
さ
れ
ま
す
。
各
会
で
誘
い
合
わ

せ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。 

2014 年 

6 月号 

平成２６年度ねりまシニアネットワーク構成団体  会長（代表者）名（敬称略）  

[ねりまｼﾆｱｸﾗﾌﾞ] 山本雄一  [ＥＬＦ（エルフ） ] 内藤雄幹  [楽友会 ] 下河秀行  

[四季会 ] 桑原義和  [トリトンねりま] 武藤   哲  [二三の会 ] 岡部史生  

[睦   会 ] 渋井良郎  [ひとみ会 ] 塚田ｲﾂ子  [フェニックス] 轟   和好  

[八展会 ] 熊谷玄之  [虹の会 ] 丸山敏雄  [一笑会 ] 久保田秀夫  

[ﾒﾛｳ･ﾒｲﾂすばる] 奥村悦郎  [まるく会 ] 小澤   渉  [みんなの会 ] 桂   幸嗣  

［太字（下線）は新たに選任された方です。 

 

ねりまシニアネットワーク 会報／NSN 第 52 号  2014 年 5 月 24 日発行  発行責任者／山本雄一  

 

ＮＥＲＩＭＡ ＳＥＮＩＯＲ ＮＥＴＷＯＲＫ 会報 

第 52 号 

2014 年 

6 月号 



【会員のひろば】 

 

《一
笑
会
丸
航
海
記
録
・近
況
報
告
》 

平
成
25
年
度
に
、
新
た
に
発
足
し
た 

一
笑
会
丸
（乗
組
員
）
23
名
の
活
動
を
紹
介

し
ま
す
。 

[

６
月
総
会]
15
名
、[

７
月
例
会]

16
名
、 

[

８
月]

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
15
名
、
例
会

13
名
、[

９
月
例
会]

自
分
の
個
性
を
再
認
識

し
、
苦
手
な
人
に
対
応
す
る
勉
強
会
17
名
、

[

10
月
例
会]

13
名
、[

11
月
例
会]
葛
西
臨

海
公
園
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
12
名
、
石
神
井
公
園

史
跡
散
策
15
名
、[

12
月
例
会]

12
名
、 

[

１
月
例
会:]

後
見
人
制
度
勉
強
会
13
名
、 

[

２
月
例
会]

大
雪
で
中
止
、 [

３
月
例
会] 

神
話
の
人
物
と
逸
話
の
勉
強
会
、
豊
島
園
夜

桜
鑑
賞
、
９
名
、[

４
月
例
会]

皇
居
周
辺
の
建

物
と
歴
史
を
学
ぶ
10
名
。 

参
加
率
は
50
～
70
％
。
例
会
後
の
懇
親

会
中
心
か
ら
、
行
事
・活
動
を
増
し
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
が
楽
し
み
で
す
。 

会
で
は
、
事
情
に
よ
り
例
会
や
行
事
に

参
加
で
き
な
い
会
員
と
情
報
を
共
有
す
る

手
段
と
し
て
、
６
号
の
会
報
を
発
刊
し
て
き

ま
し
た
。
例
会
参
加
者
に
は
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
会
報

と
共
に
渡
し
、
残
り
の
方
に
は
郵
送
。
さ
ら

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
向
上
の
た
め
、
こ
の
４

月
か
ら
新
た
な
掲
示
板
（freem

l

）に
切
り

替
え
中
で
す
。
非
常
に
便
利
で
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
連

絡
手
段
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。 

現
在
は
、
会
の
予
定
や
連
絡
事
項
掲
示
、

行
事
や
個
人
の
旅
行
等
の
写
真
掲
示
、
質
問

に
対
し
誰
か
が
答
え
る
等
、
段
々
と
活
用
の

幅
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
メ
リ
ッ

ト
は
、
参
加
者
全
員
に
情
報
が
伝
わ
る
こ
と

で
す
。 

ま
た
Ｎ
Ｓ
Ｎ
セ
ミ
ナ
ー
の
準
備
に
８
人
の

会
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
会
の
一
体
感

を
盛
り
上
げ
る
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。
感
謝
で
す
。 

ま
す
ま
す
Ｎ
Ｓ
Ｎ
会
員
同
士
の
輪
が 

広
が
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。  

 
 

一
笑
会 

 
 

岩
名
正
弘 

 
   

《多
芸
は
無
芸
》 

の
め
り
込
む
程
の
、
こ
れ
と
い
っ
た
趣
味
の

な
い
の
は
困
っ
た
も
の
だ
。 

 

巷
で
は
、
い
わ
ゆ
る
年
を
取
っ
て
、
趣
味
の

ひ
と
つ
も
な
い
と
、
惨
め
な
も
の
に
な
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。 

 

趣
味
は
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
生
来
の
面

倒
く
さ
が
り
や
の
せ
い
か
、
ひ
と
つ
と
し
て

ま
と
ま
っ
た
も
の
が
な
い
。 

何
を
や
っ
て
も
全
部
中
途
半
端
な
の
だ
。 

や
っ
て
み
た
い
も
の
は
、
山
ほ
ど
あ
る
が
、

金
の
か
か
る
も
の
、
習
い
事
、
勝
負
事
に
類

す
る
も
の
は
、
性
に
合
い
そ
う
も
な
く
、
ま

ず
続
か
な
い
だ
ろ
う
。 

 

定
年
に
な
っ
た
ら
、
是
非
や
り
た
い
と
思
っ

て
い
た
こ
と
は
、
昔
懐
か
し
い
映
画
の
ビ
デ

オ
を
毎
日
ゆ
っ
く
り
一
人
で
見
る
と
い
う
の

が
夢
で
あ
っ
た
。 

 

見
た
い
映
画
や
放
送
は
、
テ
レ
ビ
や
レ
ン
タ

ル
ビ
デ
オ
で
せ
っ
せ
と
録
画
し
た
り
、
ビ
デ

オ
を
購
入
し
た
り
し
て
着
々
と
準
備
を
し

て
い
た
。 

と
こ
ろ
が
、
い
ざ
そ
の
時
に
な
っ
て
み
る

と
、
意
外
に
毎
日
見
る
と
い
う
の
が
出
来
な

い
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。 

い
わ
ゆ
る
毎
日
が
日
曜
日
の
た
め
、
何
も

慌
て
て
見
る
こ
と
も
な
い
、
そ
の
う
ち
見
れ

ば
い
い
と
思
う
の
だ
。 

こ
れ
は
、
ビ
デ
オ
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の

事
に
い
え
る
。 

 

何
も
慌
て
て
や
る
こ
と
は
な
い
。
時
間
は

た
っ
ぷ
り
あ
る
の
だ
。 

 

一
休
さ
ん
で
は
な
い
が
、
「慌
て
な
い
、
慌

て
な
い
」で
あ
る
。 

趣
味
と
い
う
の
は
、
寸
暇
を
惜
し
ん
で
、

無
理
や
り
時
間
を
つ
く
っ
て
や
る
方
が
面
白

い
の
だ
。 

ま
た
趣
味
と
ま
で
は
い
え
な
い
が
、
「第

九
（合
唱
）」に
は
毎
年
（昨
年
で
七
年
目
）挑

戦
し
て
い
る
。 

唄
と
い
え
ば
カ
ラ
オ
ケ
の
み
と
い
う
者
で

も
出
来
る
も
の
か
と
心
配
し
た
が
、
杞
憂
で

あ
っ
た
。 

ま
る
く
会 

 

五
十
嵐
將
夫 

 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JvcpEXvlxTmSYAdgiU3uV7/SIG=12b1o609b/EXP=1398673303/**http:/designalikie.com/dakimg/img/clipart/ship_cob.jpg


【会員のひろば】 

 
 

《
癌
と
が
ん
も
ど
き
に
つ
い
て
》 

腎
臓
癌
の
疑
い
で
慶
応
病
院
で
治

療
を
始
め
た
の
は
平
成
二
十
四
年
の

夏
の
こ
と
で
あ
る
。
複
数
の
治
療
の
選

択
肢
の
中
か
ら
、
内
分
子
標
的
治
療

と
い
う
薬
物
療
法
を
選
択
し
た
。
癌

細
胞
の
み
を
攻
撃
し
て
癌
の
細
胞
増

殖
を
抑
制
す
る
新
薬
を
使
い
、
副
作

用
も
少
な
い
と
説
明
さ
れ
た
。
と
こ
ろ

が
去
年
の
暮
、
慶
応
病
院
の
現
職
の

放
射
線
科

講
師
で
あ
る
近
藤

医
師

が
「
が
ん
も
ど
き
」
で
早
死
に
す
る
人

と
い
う
内
容
の
本
を
出
版
し
て
話
題

に
な
っ
て
い
た
の
で
、
私
も
読
ん
で
見

た
。 同

医
師
に
よ
れ
ば
癌
は
自
覚
症
状

が
な
い
場

合

９
０
％

は
「
が
ん
も
ど

き
」
で
、
つ
ま
り
癌
で
は
な
い
と
い
う
。

し
か
る
に
外
科
手
術
で
は
切
る
必
要

の
な
い
「
が
ん
も
ど
き
」
を
、
ま
ぐ
ろ
で

も
切
る
よ
う
に
ス
パ
ス
パ
と
切
っ
て
い
る

と
批
判
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
外
科

医
は
性
格
的
に
切
る
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
る
人
が
多
く
、
一
方
で
薬
物
治

療
薬
に
つ
い
て
は
そ
の
猛

毒
性

を
懸

念
し
、
自
分
の
家
族
な
ど
に
は
絶
対

に
飲
ま
せ
な
い
そ
う
だ
。 

近
藤
医
師
は
治
療
を
行
う
こ
と
に

よ
っ
て
生
存
率
に
明
瞭
な
有
意
変
化

が
な
い
限
り
、
外
科
手
術
も
薬
物
治

療
も
行
う
べ
き
で
な
い
と
い
う
。
い
ず

れ
の
治
療
に
も
リ
ス
ク
と
副
作
用
が

あ
る
限
り
、
そ
れ
に
見
合
う
顕
著
な

効
果
が
見
ら
れ
な
い
な
ら
、
苦
し
い
、

痛
い
思
い
を
せ
ず
に
余
生
を
楽
し
む
べ

し
と
主
張
し
て
い
る
。 

そ
う
は
い
っ
て
も
一
年
以
上
猛
毒

薬
を
飲
み
続
け
て
い
る
私
は
ど
う
し

た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
自
問
し
て
み

た
が
、
大
し
た
副
作
用
も
な
く
普
通

の
生
活
を
送
れ
て
い
る
の
で
猛
毒
薬

を
飲
み
続
け
る
こ
と
に
し
た
。 

貴
方
に
は
癌
と
宣
告
さ
れ
て
も
治

療
を
せ
ず
に
余
生
を
楽
し
む
勇
気
が

あ
り
ま
す
か
？ 

二
三
の
会 

池
田
勝
美 

《
文
学
散
歩
の
試
み
》 

４
月
１
日
に
「
石
神
井
松
の
風
文

化
公
園
」
が
開
園
し
た
の
で
早
速
訪

ね
た
。
練
馬
は
練
馬
大
根
の
歴
史
が

有
名
な
だ
け
で
、
な
ん
と
な
く
文
学
に

無
縁
の
地
だ
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
文

学
者
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
い
た
。 

管
理
棟
が
ふ
る
さ
と
文
化
館
の
分 

室
に
な
っ
て
い
て
、
１
階
展
示
室
に 

「
練
馬
ゆ
か
り
の
文
化
人
」
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
新
興
住
宅

地

と
し
て
発

展
し
、
多
く
の
学
者
や
芸
術
家
達
が

移
り
住
ん
で
き
た
の
だ
ろ
う
。
２
階
に

は
小
説
家
檀
一
雄
の
書
斎
が
再
現
さ

れ
、
五
味
康
祐
の
資
料
展
示
や
貴
重

な
オ
ー
デ
ィ
オ
装
置
が
公
開
さ
れ
て
い

る
。
作
家
の
息
遣
い
が
伝
わ
る
展
覧
で

興
味
が
尽
き
な
い
。
企

画
展
と
し
て

松
本
零
士
展
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。 

近
年
、
練
馬
ゆ
か
り
の
文
学
者
と

し
て
檀
一
雄
（
下
石
神
井
）
、
五
味
康

祐
（
大
泉
学
園
町
）
、
松
本
清
張
（
関

町
、
上
石
神
井
）
、
藤
沢
周
平
（
大
泉

学
園
町
）
、
瀬
戸
内
寂
聴
（
土
支
田
）

の
文
芸
講
演
会
や
文
学
展
が
開
か
れ

関
心
を
持
っ
た
。
寂

聴
さ
ん
の
講
演

会
は
練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー
が
満
員
に

な
り
、
絶
妙
な
ト
ー
ク
で
聴
衆
を
沸

か
せ
た
。
「
練
馬
時
代
は
女
流
文
学

賞
を
貰
っ
た
り
、
男
と
別
れ
た
り
良
い

こ
と
づ
く
め
で
、
練
馬
に
お
尻
を
向
け

て
寝
ら
れ
ま
せ
ん
」
と
笑
わ
せ
た
。 

そ
こ
で
作
家
達
の
ゆ
か
り
の
場
所

を
訪
ね
る
「
文
学
散
歩
」
を
楽
し
ん
で

み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
思
い
つ
い
た
。

研
究
し
て
い
る
学
芸
員
の
ご
協
力
を

得
て
、
今
年

15
周
年
記
念
の
睦
会
の

企

画

に
取

り
入

れ
た
い
と
思

っ
て
い

る
。 作

家
た
ち
が
住
ん
だ
街
を
訪
ね
て
、

日
頃
の
散
歩
コ
ー
ス
や
行
き
つ
け
の
店

な
ど
を
知
り
、
街
に
ひ
そ
む
文
学
の
世

界
を
感
じ
れ
ば
、
街
の
魅
力
や
親
し

み
が
い
っ
そ
う
深
ま
り
、
も
っ
と
作
品

が
読
み
た
く
な
る
か
も
知
れ
な
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

睦
会 

西
島
幸
夫 

 



★
つ
い
の
住
ま
い
研
究
会 

講
演
会 

介
護
保
険
の
認
定
が
無
く
て
も
住
宅
改
修
に
給
付
が

受
け
ら
れ
ま
す
。
介
護
保
険
で
は
薬
剤
師
の
方
が
自

宅
に
訪
問
し
て
服
薬
指
導
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。 

「住
宅
改
修
費
支
給
・給
付
」と
「薬
剤
師
に
よ
る
居
宅

療
育
管
理
指
導
」に
つ
い
て
、
そ
ん
な
お
役
立
ち
の
話

を
お
聞
き
し
ま
す
。
講
師
は
住
宅
改
修
の
申
請
等
の

実
務
に
携
わ
っ
て
い
た
方
と
、
薬
剤
師
会
の
方
で
す
。 

（日
時
）７
月
17
日 

木
曜
日 

14
・
00
～
16
・
00 

（場
所
）男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

え
ー
る 

（参
加
費
）無
料 

（申
込
） 

つ
い
の
住
ま
い
研
究
会
事
務
局 

武
藤 

各
会
の
代
表
者
が
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い 

 

【定 

例 

行 

事
】 

☆
ユ
ー
モ
ア
サ
ー
ク
ル 

３
分
間
ス
ピ
ー
チ
に
よ
り
、
自
然
に
ユ
ー
モ
ア
感
覚
を

体
得
し
ま
し
ょ
う
。 

（日
時
）奇
数
月
第
４
月
曜
日 

14
・
00
～
17
・
00 

（場
所
）谷
原
出
張
所
（高
野
台
駅
下
車
３
分
）の
予
定 

（会
費
）３
０
０
円
（当
日
参
加
者
） 

（申
込
・問
合
せ
）エ
ル
フ
内
藤
☎
（６
７
６
０
）２
８
１
５ 

☆
八
展
会
囲
碁
ク
ラ
ブ 

(

日
時) 

６
月
29
日(

日)

、
７
月
21
日
（月
） 

12
・
30
～
17
・
00 
(

場
所)

光
ヶ
丘
地
区
区
民
館 

(

申
込) 

八
展
会 

関
野 

☎(

５
９
９
８)

９
８
８
８ 

☆
話
飲(

ワ
イ
ン)

の
会 

自
由
に
お
弁
当
を
持
ち
こ
み
、
飲
ん
で
食
べ
て
楽
し
く 

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
。
素
敵
な
出
会
い
が
？ 

（月
日
） 

第
１
金
曜
日
と
第
３
水
曜
日
が
原
則 

（場
所
） 

コ
ミ
ュニ
テ
イ
・チ
ャ
イ
ハ
ナ
光
が
丘 

 

光
が
丘
駅
よ
り
徒
歩
５
分
。
Ｈ
Ｐ
参
照
。 

(

参
加
費) 

５
０
０
円
。 

飲
み
物
代
含
む
。
要
予
約
。 

 
 
 
 
 
 

ワ
イ
ン
・ビ
ー
ル
・コ
ー
ヒ
ー
・紅
茶 

  

（問
合
せ
・申
込
）四
季
会 

吉
村 

☎
０
７
０(

６
５
５
９)

３
９
３
３ 

☆
楽
し
く
本
を
読
む
会 

今
迄
読
ん
だ
事
の
な
い
新
し
い
本
に
出
会
う
喜

び
と
新
鮮
な
学
び
が
得
ら
れ
ま
す
。 

(

日
時
）毎
月
第
１
土
曜
日

13
・
00
～
14
・
45 

(

場
所
）サ
ン
ラ
イ
フ
練
馬
会
議
室 

(

申
込
、
問
合
せ
） 

       

ま
る
く
会 

吉
田
☎(

６
７
６
０)

７
１
１
２ 

 

 

  
 

           

Ｎ
Ｓ
Ｎ
定
例
運
営
連
絡
会 

開
催
メ
モ 

 ▼
Ｈ
26
年
３
月
22
日(

土)

14
・
00
～
16
・
00 

 
 
 
 
             

於
・谷
原
出
張
所
会
議
室 

▼
Ｈ
26
年
４
月
26
日(

土)

14
・
00
～
15
・
00 

於
・谷
原
出
張
所
会
議
室 

連
絡
確
認
事
項 

① 

チ
ャ
リ
テ
ィ
・ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
委
員
会 

・Ｃ
Ｃ
Ｗ
の
企
画
、
参
加
者
依
頼
等 

② 

講
演
会
（Ｗ
Ｈ
Ｃ
ク
ラ
ブ
） 

・講
演
会
の
企
画
等 

③ 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会 

・セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
、
受
講
者
の
募
集
等 

④ 

つ
い
の
住
ま
い
研
究
会 

・研
究
会
及
び
講
演
会
の
予
定 

⑤ 

会
報
編
集
委
員
会 

⑥ 

そ
の
他 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

  
オープン参加行事のご案内 

【編
集
会
議
に
参
加
し
て
】 

新
し
い
試
み
と
し
て
今
号
か
ら
各
会
持
回
り

で
編
集
会
議
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

原
稿
依
頼
に
始
ま
り
、
内
容
構
成
企
画
、
原

稿
ま
と
め
、
編
集
・レ
イ
ア
ウ
ト
・割
付
・文
字

校
正
、
印
刷
、
発
行
・配
布
依
頼
、
及
び
８
月
号

の
「会
員
の
ひ
ろ
ば
」依
頼
と
、
そ
の
都
度
集
ま

り
、
作
り
上
げ
て
い
く
委
員
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神
に
敬
服
し
、
昔
々
手
を
真
っ
黒

に
し
て
ガ
リ
版
刷
り
で
学
級
新
聞
を
作
っ
て
い

た
少
年
時
代
を
思
い
出
し
た
。  

 
 

四
季
会 

桑
原
義
和 

                 

編
集
後
記 

『一
無
・二
少
・三
多
』の
す
す
め
・・か
な
り
昔
に
何

か
で
読
ん
だ
の
か
、
古
い
手
帳
に
記
し
て
い
る
。  

一
無
は
禁
煙
。
二
少
は
、
腹
八
分
目
の
食
事
（少

食
）と
ほ
ど
ほ
ど
の
お
酒
（少
酒
）。
三
多
は
た
く
さ
ん

の
動
き
（多
動
）、
充
分
な
休
養
を
と
り
（多
休
）、
よ 

り
趣
味
を
持
ち
、
多
く
の
人
・物
に
接
す
る
事
（多 

接
）で
、
上
手
に
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
。 

 

先
ず
は
脂
肪
と
サ
ヨ
ナ
ラ
し
、
規
則
正
し
い
生
活 

を
積
み
重
ね
、
「三
多
」の
重
要
性
を
感
じ
な
が
ら 

頑
張
っ
て
い
る
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（Ｋ
） 

 
 


